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外国人と日本人とが、ともに豊かに生きる地域社会を! 

Fujimino International Cultural Exchange Center 

2015年 夏 号 （季刊） 第136号 

 ふじみの国際交流センター第17回通常総会が6月14日に開催されました。今回は移転後の

FICECをみなさんにも見てもらいたいと思い、いつも活動をしている上福岡の事務所で開催

することにしました。当日は、正会員数92名のうち、出席が27名、委任状参加が38名、合

計65名の参加で開催する運びとなりました。 

 1 

 17ᶥ ₡ ̝Ḹף  

₳ 27₴6 14 ӫѼ10 00ѝ  

ḹ ǼǟȆǵᶮ ˧ ȹɱȽɶ 

ǼǟȆ ⁸ʣ ῎5- 4- 25  



 2 

FICECの総会開催 
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午前中は、平成26年度の事業報告と平成

27年度の事業計画についての審議を行いま

した。 

生活相談は、FICEC 移転後、2市1町以外

からの相談者が増え、使用言語も、従来の

英語・タガログ語・中国語に加えて、スペ

イン語・フランス語・ネパール語・ベトナ

ム語の通訳が必要となり、ボランティア通

訳者の確保が難しくなってきています。 

シェルターは、事務所移転に伴い、昨年

7月7日に場所を移しました。昨年同様、

DV 被害者に対する加害男性も半分は外国

籍で日常言語が日本語ではないため、日本

の生活になじめず、シェルター退去後の母

子の生活が危惧されています。また、基本

的な生活習慣が身についていない家庭が目

立ちます。さらに、DV 被害者の95％が生

活保護になるため、受け入れてくれる転居

先の行政が絞られ、選定が難しくなってき

ています。そのため、シェルターでの長期

滞在者も多く、日本語の勉強に充てられる

時間が増えたのは良いのですが、DV 被害

女性も同伴児童も勉強が苦手な人が多く、

日本語の勉強の必要性を理解してもらうの

に苦慮している状況です。 

国際理解講座については、国際理解とい

うよりは外国語活動に力を入れるように

なった学校現場の事情もあり、学校からの

依頼が少なくなりました。しかし、地域の

方々からは、外国から来た方たちとどのよ

うに付き合ってゆけば良いのか、彼らはど

のような支援を望んでいるのかなど、これ

までより一歩進んだ内容の依頼が見られる

ようになりました。 

上福岡にFICEC が移転してから始めた国

際交流サロンも、月１回のペースで開催し

ています。平成26年度は外国籍の方々が講

師となって、フィリピンのお菓子作りや台

湾料理教室、クレイフラワー講習会などを

開催しました。今年5月末にタイ料理教室

も開きました。今後も引き続きサロンを計

画中で、決定次第ホームページでお知らせ

する予定です。 

総会後は、インドネシア料理を囲んでの

懇親会となりました。鶏肉料理にインドネ

シア風焼きそば、炒め物、デザートなどお

いしいお料理がテーブルいっぱいに広げら

れ、会員同士の会話もはずみました。 

会員のみなさま、今度とも応援をどうぞ

よろしくお願いいたします。 
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広報委員会を今年2月から新たに立ち上

げました！FICEC の活動をより多くのみ

なさんと共有し、支援の輪を広げようと活

動を始めました。ひとまず、ブログを開設

しFICEC の活動内容を詳しく紹介するた

めに、スタッフが交代で、センター内で起

こる様々な出来事やセンターでの活動を通

して感じたこと・感動したことなどを伝え

ていく予定です。ブログの内容は随時更新

中です。ぜひ一度のぞいてみてください！

また、従来の編集委員会のメンバーととも

に「ハローフレンズ」などの会員誌、広報

誌の紙面の

充実も図っ

ていきたい

と 思 い ま

す。 

センター

の活動を今

後 と も 見

守っていてくださるとうれしいです。よろ

しくお願いします。 

ブログURL ： 

http://ficec.hatenablog.com/  
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「中央ろうきん若者応援ファンド」のアド

バイザーの「ビッグイシュー」から取材を

受けました。「ビッグイシュー」は英国で

始まり、その後世界のいくつかの国に広

まったホームレスの自立支援をする団体

で、ホームレスの人達がその雑誌を販売し

て生活しています。雑誌は４万人の読者が

おり、自閉症作家の東田直樹さんのエッセ

イやホームレス人生相談など人気があり本

になったものもあります。外国人の自立支

援を行うFICEC と共通する考えをもつこ

とから、FICEC の「就労を目的とした外

国ルーツの子どものための学習支援」に対

する助成金交付を推薦してくれました。 

 当日は中央ろうきん高瀬さん、ビッグイ

シュー理事長佐野さん、ライターさん、カ

メラマンさんの4人で来所されました。今

回の助成金申請に選ばれた8団体がこれか

ら毎号登場するということです。 

ライトや大掛かりなスクリーンを使った

撮 影 に も 驚 き ま し た が、「FICEC の ス

タッフがたくさん苦労している報告を読み

ま し た が、若 い 人 が 活 動 に 加 わ る の は

FICEC が魅力があるからですよ。苦労以

外で何かうれしかったことはありますか」

と聞かれ、親に日本へ呼び寄せられた中国

人の少年の話をしました。台湾人スタッフ

が通訳から書類記入、教師との三者面談ま

でつきっきりで面倒をみた後、その少年が

次に来日した中国人の子に対して自分がし

てもらったように面倒を見てくれていると

伝えました。「そういう外国人の自立の話

をどんどんPRすれば皆さんにFICEC の活

動を理解してもらえますよ。」と言われま

した。 

他にも「どうしたら情報を理解してもら

えるかを工夫する」「優秀な外国籍の子ど

もが国の宝になっていないのはどうしてか

考える」「ファンドレイジング（寄附、会

費、助成金など活動資金の調達方法）のこ

とを勉強する」等々取材に来られたのに、

こちらがいろいろ教えて頂いたのは初めて

です。とても勉強になりました。 

 FICEC は「ビッグイシュー」誌8月15日

号に掲載される予定です。この他にも宣伝

や寄附についての有意義な情報を教えてい

ただきましたので、ぜひ今後の参考にした

いと思いました。 

 「ビッグイシュー」誌は、毎月1日と15

日に東京JRの主な駅前で販売者から直接

購入するか、国会図書館等で閲覧が可能で

す。どうぞ読んでみてください。 

 ビッグイシュー 

 http://www.bigissue.jp/index.html   

http://ficec.hatenablog.com/
http://www.bigissue.jp/index.html


FICECの活動 

６月２７日、富士見市主催「第４期 子

ども大学☆ふじみ」の２回目の講義が「ピ

アザ☆ふじみ」で行われました。 

数か月前、富士見市から「イスラム」を

テーマに講義を担当してほしいとオファー

がありました。そこで「隣にいるイスラム

教のお友達」という目線でイスラム教文化

の人たちの生活を紹介しようということに

なりました。 

ちょうどウズベキスタン人のご一家がセ

ンターに通ってくださっていたので、お父

さんには講義を、お母さんにはお料理を、

お子さんにはクイズを担当してもらうこと

になりました。ご一家も長年日本に住んで

きて、自分たちの文化のことを知ってもら

う機会はほとんどなかったので、とても嬉

しいと言ってくださいました。 

国際理解のイベントをずっと担当してい

る大先輩の山畑さんが中心になり、日本の

小学生に身近にある異文化をいかに体験し

てもらおうかと話し合いました。「日本で

はどうかな、という言葉をたくさん使お

う」とか「ここは最初に質問形式にして答

えを知ったら驚く、という流れにしよう」

とか。納得できないこと、理解できないこ

とも含めて異文化と接するということだ、

という一見矛盾したことを子どもたちに体

感してほしいな、と思いました。それでも

友達になれるよ、距離はどんどん縮められ

るよ、と。 

大学の先生や市の担当者の方たちと話し

合いを重ね、お父さんが作った講義の内容

を何時間もかけて一緒に推敲したり、お料

理の試作やレシピづくりをしたり、ウズベ

キスタンについて子どもたちが興味を持ち

そうなことを調べてクイズにしてみたり

と、ご一家は辛抱強く協力してくれまし

た。 

当日は、お父さんの講義内容が面白く

て、スカイプを使ってウズベキスタンのお

友達と生中継をつないだり、お父さんと生

徒とのやり取りも面白く子どもたちの集中

力が途切れませんでした。クイズやお料理

も好評で、最後の質問コーナーでは質問を

打ち切らなくてはならないほどでした。知

りたい、聞きたいという子どもたちの好奇

心の強さにびっくりしました。知ってどう

考えるかは子どもたち次第です。そのきっ

かけをこれからも作っていけたらと、また

８月に実施する次のイベントに向けてス

タートを切っています。 
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「FICECの国際理解講座」 

ウズベキスタンの家族からイスラムの世界が見えた 
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「すてきな隣人」特別復刻版 
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 5月30日土曜日、上福岡西公民館に於い

て国際交流サロンの企画で「タイ料理教

室」が開催されました。 

 講師は日本人の男性と結婚して来日した

タイ人のプランさん。17人の参加者が四つ

の班にわかれて、「グリーンカレー」、

「春雨サラダ」、「ガパオライス」、「タ

ピオカとココナツミルクのデザート」の4

品を作りました。 

 スタッフが料理に使う

新鮮なハーブを探して、

新大久保のスーパーまで

行ったり、先生も前もっ

て白キクラゲや緑色のタ

ピオカなど手に入りにく

い具材を用意してくだ

さったりしたこともあ

り、どれもとてもおいし

く出来ました。特に「春

雨サラダ」は好評だったので、今年の総会

後の懇親会にもう一度作って、提供したほ

どです。プランさんのタイと日本の文化の

違いの話も含めて最後まで楽しい一日でし

た。 

 詳細はブログにアップしてありますので

ぜひそちらもご覧ください。 

http://ficec.hatenablog.com/  
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 27 8 30 13 00̳ 16 00 

場所：ふじみ野市西公民館集会室 

 

中国、フィリピン、スリランカ、ネパー

ル、ウズベキスタン、パキスタン、etcΝ

から集めた世界のおもちゃってどんなも

の！？ 世界のおもちゃで一緒に遊んでみ

よう。 

 ふじみの国際交流センター「子どもクラ

ブ」に来ている子どもたちも、世界の遊び

を紹介してくれます。ぜひ遊びに来てくだ

さい。 

問い合わせ：ふじみの国際交流センター 

℡ 049-256-4290 

 

Ohw v Hqmr|  Ẏ˲ǵɆɶȭ 

ƼẆᶮ˲ǵʺ█Ʋ ˲ǵʺ█ƽ 
テーマ「宇宙から見た地球」国と国、文化

と文化の溝を埋めよう。〜交流を通して理

解しあおう〜 

 

 27 10 4 13 00̳ 16 00 

場所：ふじみの国際交流センター 

参加者募集中です：外国人10人、日本人20

人 

外国人が自国の紹介と、日本に暮らして

感じた事などを発表し、その後、全体で話

し合いやグループに別れてのフリートーク

を行います。お茶と手作りのお菓子（台湾

のココナツタルト）付き。身近で国際交流

を楽しんでみませんか。 

問い合わせ：ふじみの国際交流センター 

℡ 049-256-4290 
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センターの活動をご支援ください 

会員・賛助会員・寄付のご案内 
ご寄付をいただいた方々 
ご支援ありがとうございます 
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外国人生活相談 無料 

月曜日～金曜日 10：00～16：00 

電話：049-269-6450 
困っている外国人の方がおられたら 

センターをご紹介ください。 

FICEC  
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